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Public relations of Minami-aizu

天空のひめさゆり
～ 高清水自然公園 ひめさゆり群生地 ～
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羽ばたけ！　世界へ
ＡＬＬ　ＪＡＰＡＮ　輝くアスリート！

－ＰＲＯＦＩＬＥ－

福田　愛
め い

生
帝京安積高等学校３年（田島中出身）

競 技 種 目：女子ソフトボール
ポジション：捕手　　　　　　

２０１９年度 女子ＧＥＭ３（Ｕ１８）日本代表

　
「
自
分
が
代
表
に
選
ば
れ
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
。
選
考
結
果
を
聞
い
た
と

き
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
こ
う
話

す
福
田
愛め

い生
さ
ん
は
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
競
技
で
県
内
き
っ
て
の
強
豪
校
・

帝
京
安
積
高
等
学
校
の
３
年
生
で
、
チ

ー
ム
を
ま
と
め
る
主
将
を
務
め
て
い
ま

す
。

　

去
る
４
月
23
日
～
25
日
の
３
日
間
、

静
岡
県
伊
豆
市
・
天
城
ド
ー
ム
を
主
会

場
と
す
る
「
２
０
１
９
年
度
女
子
※
Ｇ

Ｅ
Ｍ
３
（
Ｕ
18
）
日
本
代
表
チ
ー
ム
選

手
選
考
会
」に
参
加
し
た
福
田
さ
ん
は
、

数
々
の
厳
し
い
選
考
基
準
を
ク
リ
ア

し
、
見
事
日
本
代
表
選
手
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

５
つ
上
の
お
兄
さ
ん
の
背
中
を
追
っ

て
小
学
４
年
か
ら
始
め
た
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
。
所
属
し
た
田
島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
で
経
験
を
積

み
、
田
島
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
で

は
主
将
を
務
め
て
き
ま
し
た
。

　
「
福
田
は
、
人
を
引
き
付
け
る
力
を

備
え
て
い
ま
す
。
不
思
議
な
魅
力
を
感

じ
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
帝
京
安
積
高

等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
門
間
陽
子

コ
ー
チ
。
高
校
で
も
主
将
を
任
さ
れ
た

福
田
さ
ん
は
、
ま
さ
に
チ
ー
ム
の
大
黒

柱
で
す
。

　
「
代
表
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
自
信
を

持
っ
て
プ
レ
ー
す
る
。
持
ち
味
の
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
で
チ
ャ
ン
ス
を
確
実
に
も
の

に
し
た
い
」
と
、
強
い
決
意
を
語
っ
て

く
れ
た
福
田
さ
ん
。
代
表
戦
「
第
８
回

女
子
Ｕ
18
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
」
は
11
月
４

日
～
10
日
の
７
日
間
、
中
国
・
貴
州
省

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

代
表
戦
で
の
貴
重
な
経
験
が
、
次
の

ス
テ
ー
ジ
に
進
む
た
め
の
大
き
な
ス
テ

ッ
プ
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
強
化
す
る
た
め
の

土
台
と
な
る
「
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
」
を
対

象
に
、
将
来
的
な
人
材
の
発
掘
・
育
成
・

強
化
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
早
期
か

ら
の
英
才
教
育
と
世
代
に
応
じ
た
段
階

的
な
指
導
に
よ
り
、
世
界
の
舞
台
で
戦

え
る
、
世
界
で
通
用
す
る
選
手
を
育
て

る
こ
と
で
、
日
本
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が

〝
世
界
一
〟
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　

日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
「
未
来
」
を
創

り
、
将
来
を
支
え
て
い
く
ジ
ュ
ニ
ア
世
代

を
「
宝
」「
宝
石
」
に
な
ぞ
ら
え
「
Ｇ
Ｅ

Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

※
（公財）
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
「
Ｇ
Ｅ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

カテゴリー
上限年齢

２０１８年
まで

２０１９年
以降

ＧＥＭ４ Ｕ２３ Ｕ２３
※変更なし

ＧＥＭ３ Ｕ１９ Ｕ１８

ＧＥＭ２ Ｕ１６ Ｕ１５

ＧＥＭ１ Ｕ１４ Ｕ１２

【
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
上
限
年
齢
変
更
】

　

Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
（
世
界
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
連
盟
）
は
、
２
０
１
９
年
以
降
、

世
界
選
手
権
の
名
称
を
「
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
」
に
改
称
し
、
年
齢
別
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
区
分
を
統
一
し
た
た
め
、
Ｇ
Ｅ
Ｍ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
同
様
に
変
更
さ
れ

た
。（
左
表
参
照
）

　

６
月
10
日
、
日
本
代
表
選
出
の
報
告
に
町
長

室
を
訪
れ
た
福
田
さ
ん
。「
南
会
津
町
に
金
メ

ダ
ル
を
持
ち
帰
れ
る
よ
う
、
精
一
杯
が
ん
ば
り

ま
す
」と
大
会
へ
向
け
た
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

●
写
真
右
か
ら
大
宅
町
長
、
福
田
さ
ん
、
大
内

進
矢
先
生
（
田
島
中
学
校
時
代
の
恩
師
＝
現
在

は
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
に
勤
務
）、
星

教
育
長
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法
律
に
基
づ
く
調
査

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
７
～
９
月
を
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
と
定
め
、
農
地
の
利
用
状
況

を
総
点
検
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
「
農
地
利

用
状
況
調
査
」
と
農
林
水
産
省
指
定
の
「
荒
廃

農
地
調
査
」
を
兼
ね
て
実
施
す
る
も
の
で
、
農

業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
手
分

け
し
て
現
地
を
巡
回
し
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
正
確
に
調
査
す
る
た
め
に
農
地

に
立
ち
入
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

対
象
農
地

　

町
内
全
域
の
農
地
を
対
象
に
、
遊
休
農
地
の

実
態
把
握
や
農
地
の
無
断
転
用
の
早
期
発
見
な

ど
を
目
的
に
調
査
し
ま
す
が
、
最
大
の
目
的
は

〝
農
地
の
荒
廃
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
〟
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
遊
休
農
地
の
所

有
者
に
利
用
の
意
向
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農業委員会だより 農業委員会だより

農
地
を
有
効
に

活
用
す
る
た
め

農地パトロールにご協力ください
７月下旬～９月上旬

　

貸
付
人
と
借
受
人
が
話
し
合
い
、「
利
用

権
設
定
申
出
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
各
総
合
支
所
振

興
課
に
提
出
す
る
だ
け
で
す
。（
随
時
受
付
）

　

そ
の
後
、
町
で
申
出
内
容
を
月
ご
と
に
と

り
ま
と
め
て
「
農
地
利
用
集
積
計
画
」
を
作

成
し
、
必
要
な
審
査
や
手
続
き
を
経
て
公
告

す
る
こ
と
で
権
利
設
定
が
確
定
し
ま
す
。

借
り
る
方
の
３
要
件

・
農
用
地
全
て
の
耕
作
を
担
う
こ
と
。

・
必
要
な
農
作
業
に
常
時
従
事
す
る
こ
と
。

・
農
用
地
を
効
率
的
に
利
用
し
て
耕
作
す

　
る
こ
と
。

　

右
記
②
の
「
利
用
権
設
定
」
は
、
次
の
よ

う
な
特
色
が
あ
り
ま
す
。

・
農
地
法
の
許
可
申
請
が
不
要
で
す
。

・
契
約
期
間
が
満
了
し
た
と
き
は
、
貸
し
た

　

農
地
が
確
実
に
返
還
さ
れ
る
の
で
、
安
心

　

し
て
貸
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
契
約
期
間
が
満
了
す
る
前
に
、
あ
ら
か
じ

　

め
農
業
委
員
会
か
ら
双
方
に
期
間
満
了
を

　

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

お
手
軽
な
「
利
用
権
設
定
」

手
続
き
は
簡
単
!!

　

手
続
き
を
し
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
ヤ

ミ
小
作
」
は
違
法
行
為
で
あ
り
、
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
も
法
的
に
守
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

農
地
の
貸
し
借
り
を
す
る
手
続
き
は
次
の

３
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
農
地
法
に
基
づ
く
許
可
申
請

②
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く

　
「
利
用
権
設
定
」
の
申
し
出

③
農
地
中
間
管
理
事
業
推
進
法
に
基
づ
く
契

　

約 手
続
き
が
必
要
で
す
！

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

調
査
結
果
を
集
計

遊
休
農
地
の
所
有
者
へ
利
用
の
意
向
を
調
査

【
意
向
調
査
の
内
容
】

①
農
地
中
間
管
理
機
構
に
貸
付

②
あ
っ
せ
ん
を
希
望
す
る

③
自
分
で
受
け
手
を
探
す

④
自
ら
耕
作
す
る

●
意
向
の
内
容
が
守
ら
れ
な
か
っ
た
場
合

　

翌
年
か
ら
、
当
該
農
地
に
対
す
る
固
定

資
産
税
の
軽
減
措
置
が
適
用
さ
れ
な
く
な

り
、
税
額
が
約
１
・
８
倍
に
な
り
ま
す
。

ほ場整備された約 70㌃の水田（田部地区）

　

農
地
（
田
や
畑
な
ど
。）
を
農
地
以
外
に

す
る
こ
と
を
「
農
地
転
用
」
と
い
い
、
県
知

事
な
ど
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

許
可
を
受
け
ず
に
農
地
を
転
用
を
す
る

と
、
原
状
回
復
命
令
や
罰
則
（
３
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
）
の

適
用
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
届
け
を
出
さ
ず

に
土
を
盛
っ
た
り
、
資
材
や
自
動
車
の
置
場

な
ど
に
す
る
こ
と
も
違
反
で
す
。

　

課
税
地
目
が
原
野
や
山
林
な
ど
の
農
地
以

外
の
地
目
で
あ
っ
て
も
、
登
記
地
目
が
農
地

で
あ
れ
ば
、
農
地
法
が
適
用
さ
れ
る
の
で
許

可
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
食
料
の
安
定
供
給
の
基
盤

で
あ
る
優
良
農
地
を
守
る
大
切
な
制
度
で

す
。
そ
の
た
め
、
転
用
で
き
な
い
場
所
も
あ

る
の
で
、
計
画
が
あ
る
方
は
早
め
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

ご
存
知
で
す
か
？ 

農
地
の
貸
し
借
り

問
合
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
２
０

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
59
歳
以
下
の

農
業
者
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
農
業
者
年
金
に

加
入
で
き
ま
す
。

・
保
険
料
は
月
額
２
万
～
６
万
７
千
円
の
範

　

囲
で
選
択

・
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控

　

除
の
対
象

・
経
営
状
況
に
応
じ
て
保
険
料
の
増
減
や
年

　

払
い
が
可
能

・
積
立
方
式
で
運
用
益
は
非
課
税

・「
終
身
年
金
」
で
長
い
老
後
を
サ
ポ
ー
ト

・
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に
保
険
料
の
国

　

庫
補
助
制
度
あ
り

知
っ
て
得
す
る 

農
業
者
年
金

担い手 積立年金
国が支える。安心が大きくなる

農　業　者　年　金

農業者年金は

国民年金に上乗せする

公的な年金であり

農業者に大変有利な制度です

パトロールの様子
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会津田島祇園祭 屋台歌舞伎の演目（あらすじ）と出演者
菅
すがわらでんじゅてならいかがみ

原伝授手習鑑　吉
よしだしゃとうくるまびき

田社頭車曳の場
ば

　吉田神社の近くで三つ子の兄弟の内、梅王丸と桜丸は主人の恨みを晴らそうと時平公の行く手をさえぎります。
　そこへ、時平公の舎人である三つ子の一人、松王丸が現れにらみ合いになりますが、時平公の不思議な魔力で
梅王丸と桜丸は動けなくなってしまうのでした。

相田　航
こ う た ろ う

太郎
（田島小３年）

梅

王

丸

生出　遥
は る か

香
（田島小４年）

桜

丸

湯田　熙
ひろあき

明
（田島小４年）

松

王

丸

相田　悠
ゆ い

衣
（田島小５年）

杉

王

丸

小椋　笙
そ う た ろ う

太郎
（田島小４年）

ツ

ケ

打

ち

一
いちのたにふたばぐんき

谷嫩軍記　須
す ま

麿の浦
うら

の段
だん

　時は源平の戦い。都を落ちのびた平家の陣に源氏方が攻め寄せ、平家が敗路する物語。
　先陣は熊谷次郎直実と小次郎直家の親子。平敦盛が熊谷に討たれ、敦盛の許嫁玉織姫が平山の武者所に刺され
ます。しかし実はこの敦盛こそが、乱戦の中で敦盛になりすました小次郎直家であった。

【会津田島祇園祭屋台歌舞伎とは】
　会津田島祇園祭では、江戸時代から明治初期にかけて屋台上で子供歌舞伎が上演されていました。
　昭和２５年から１０年ほどは地元青年会により演じられていましたが、その後はしばらく上演は途
絶えていました。
　しかし、屋台歌舞伎の伝統と子供歌舞伎の希少性から復活させようという機運が高まり、平成６年
に約１２０年ぶりに復活して現在に至っています。
 　日頃の稽古の成果を存分に発揮しますので、役者の熱演をぜひご覧ください。

【問合せ】
教育委員会 生涯学習課 芸術文化係　電話０２４１- ６２- ６３１１

渡部　幸
よ し き

樹
（下郷中１年）

熊
谷
次
郎
直
実

渡部　璃
り お

央
（田島二小５年）

平　

敦

盛

渡部　廉
れん

（田島二小４年）

平

山

原　琴
こ と は

羽
（田島小５年）

玉

織

姫
１
班

長谷川　亜
あ も う

孟
（田島小３年）

熊
谷
次
郎
直
実

君島　杏
あ い る

衣琉
（田島二小２年）

平　

敦

盛

馬場　咲
さ な

奈
（田島小５年）

平

山

君島　寧
ね い る

琉
（田島二小５年）

玉

織

姫
２
班

渡部　浩
こういち

一

熊
谷
次
郎
直
実

星　慎
まこと

平　

敦

盛

猪股　淳
あつし

平

山

猪股　彩
あ や か

可

玉

織

姫

大
人

渡部　加
か な こ

奈子

時

平

公

吉田　正
ま さ こ

子

雑

色

星　貴
たかはる

晴

仕

丁

土橋　一
か ず ま

馬

仕

丁

五十嵐　颯
そ う や

也

仕

丁

７月２２日（月）
演　　目 上演時間 上演屋台

一谷嫩軍記（子ども） １３：００～１３：５０ 上　屋　台
（駅前交差点で通し上演）

一谷嫩軍記（ １ 班 ）
１６：００～１８：３０ 西　屋　台
１９：３０～２１：４０ 本　屋　台

一谷嫩軍記（ ２ 班 ）
１６：００～１８：２０ 中　屋　台
１９：３０～２２：００ 西　屋　台

一谷嫩軍記（ 大 人 ）
１６：００～１８：１０ 本　屋　台
２０：００～２１：３０ 中　屋　台

菅 原 伝 授 手 習 鑑
１６：００～１８：３０

上　屋　台
１９：３０～２２：００

７月２３日（火）
演　　目 上演時間 上演屋台

一谷嫩軍記（ １ 班 ）
１６：００～１８：４０

中　屋　台
２０：４０～２２：４０

一谷嫩軍記（ ２ 班 ）
１６：００～１８：００

本　屋　台
１９：５０～２２：３０

一谷嫩軍記（ 大 人 ）
１６：００～１８：３０

西　屋　台
１９：３０～２２：００

菅 原 伝 授 手 習 鑑
１６：００～１８：３０

上　屋　台
２０：１０～２２：００

上演スケジュール
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南会津の日本酒で乾杯！２０１９

　

次
回
は
最
終
回
、「
親
か
ら
相
続
し
た
土
地
を
、
弟
と
均
等
に
分
け
た
い
」

が
テ
ー
マ
で
す
。

　
　
【
問
合
せ
】
福
島
県
司
法
書
士
会　

電
話
０
２
４
（
５
３
４
）
７
５
０
２

　
　
【
問
合
せ
】
福
島
地
方
法
務
局　

電
話
０
２
４
（
５
３
４
）
２
０
４
５

　
　
【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

】http://houm
ukyoku.m

oj.go.jp/fukushim
a/

第
９
回
「
親
か
ら
相
続
し
た
土
地
、

　
　
　
　

お
隣
と
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い
」

管
し
て
い
る
「
地
図
」「
公
図
」「
地

積
測
量
図
」
の
ほ
か
、
地
域
に
よ
っ

て
は
市
町
村
役
場
で
公
開
す
る
図
面

で
境
界
の
位
置
を
確
認
し
、
そ
れ
を

現
場
に
当
て
は
め
て
位
置
を
確
認
し

ま
す
。

　

た
だ
し
、
全
て
の
土
地
で
詳
細
な

公
的
資
料
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
は
、
資
料
の
内
容
が
理

解
で
き
て
も
、
そ
れ
を
現
地
に
当
て

は
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
土
地
家
屋
調
査
士
な
ど

の
プ
ロ
に
相
談
す
る
こ
と
が
効
果
的

で
す
。

　

万
が
一
、
土
地
の
境
界
で
ト
ラ
ブ

ル
に
な
っ
た
場
合
は
、
福
島
県
土
地

家
屋
調
査
士
会
に
併
設
さ
れ
て
い
る

「
協
会
紛
争
解
決
支
援
セ
ン
タ
ー
」

や
、
法
務
局
で
取
り
扱
う
「
筆
界
特

定
制
度
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

私
は
、
５
年
前
に
亡
く
な
っ
た

父
か
ら
土
地
を
相
続
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
土
地
の
お
隣
に
住
む

方
か
ら
「
土
地
の
境
界
を
確
認
し
た

い
の
で
、
現
在
の
所
有
者
（
私
）
に

立
ち
会
っ
て
欲
し
い
」
と
依
頼
さ
れ

ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
土
地
を
相
続
し
ま
し

た
が
、
そ
の
詳
細
は
知
ら
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ど
の
よ
う
に
立
ち
会
っ
た
ら

よ
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

土
地
の
境
界
を
事
前
に
確
認
す
る

に
は
、ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
。

土
地
の
境
界
を
確
認
す
る
資
料

は
、
公
的
・
私
的
を
含
め
て
さ

ま
ざ
ま
で
あ
り
、
今
回
の
よ
う
な
場

合
は
、
公
的
資
料
を
利
用
し
て
境
界

を
確
認
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

　

代
表
的
な
資
料
は
、
法
務
局
に
保

答 問
　

不
動
産
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
後
、
長
期
間
相
続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
土

地
が
多
く
存
在
し
、
所
有
者
不
明
の
土
地
が
発
生
し
た
り
空
き
家
問
題
に
な
る

な
ど
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
相
続
登
記
に
関
す
る
疑
問
や
解
決
方
法
な
ど
を
お
伝
え

し
ま
す
。

連
載
コ
ラ
ム
「
相
続
登
記
」

　●私たちの会社は、こんな仕事をしています
　弊社は、創業当時は広葉樹の製材業を主としていましたが、時代の変化とともに
デザイン家具（椅子・テーブルなど。）、おもちゃ、小物などの木製品製造業へと移
行してきました。
　コンピューターやＣＡＤ/ＣＡＭ※、ＮＣルーター※を採用し、設計から生産まで
を一貫して行うことで、ほとんどの木材加工に対応できる体制を整えています。

金中林産
合資会社

シリーズ 16

～町のがんばる企業紹介～

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド

　私たちのプライドは、高度な技術が求められる現在、他社では再現
できない特徴的な木工製品を製作することです。
　多種多様なお客さまのニーズに可能な限り対応し、これからも長く
ご愛用いただける、高品質な製品づくりに努めています。

　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！

【会社概要】
◆代表社員：武藤　桂一　◆設立：１９５７（昭和３２）年５月１３日
◆住所：南会津町田部字上原１０３- ２　◆ＴＥＬ：０２４１-6 ２- １１３８
◆従業員数：１０人（男６人・女４人）

〇南会津町：町長・教育長デスク、応接セット、
　　　　　　妊娠後期訪問事業記念品（フォトスタンド）
〇舘岩少年自然の家：食堂用イス（２４０脚）
〇ニューデザイン：ロッキングチェア
〇東京ステーションホテル：レストラン用動輪テーブル
〇杉並区老人ホーム：椅子、ロッカー、カウンター
〇神奈川県警：会議室用テーブル
〇ゼロ戦用実寸大プロペラ（映画撮影用）
〇マストロ・ジェッペット：おもちゃ

　●会社の製造品は、こんなところで使われています

【ＣＡＤ/ＣＡＭとは】
　製品設計されたものを、工作機械
で加工するための制御プログラムを
生成する機能を持ったソフトウェア
を指す。
　現在の製品製造工程では必須なシ
ステム。

【ＮＣルーターとは】
　家具や楽器、スピーカ・ボックス
など、木材を刳り貫くために作られ
た機械。
　現在では自動車のモデル（型）加
工など、主に鉄よりも軽い素材を切
削加工する用途に用いられる。

町長・教育長
デスク

応接セット

フォトスタンド 食堂用イス

ロッキングチェア

動輪テーブル

役場からのお知らせ
town office information

ふくしまの酒 全国新酒鑑評会
金 賞 受 賞 数７年連続日本一

金
賞
銘
柄
全
国
最
多
、
記
録
を
更
新

　

２
０
１
８
酒
造
年
度
（
平
成
30
年
７

月
～
令
和
元
年
６
月
）
の
日
本
酒
の
出

来
栄
え
を
競
う
「
全
国
新
酒
鑑
評
会
」。

酒
類
総
合
研
究
所
が
５
月
17
日
に
発
表

し
た
審
査
結
果
で
、
特
に
優
れ
て
い
る

と
評
価
さ
れ
た
金
賞
酒
に
、
福
島
県
か

ら
22
銘
柄
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
酒
造
年
度
以
降
、
都
道
府

県
別
の
金
賞
銘
柄
数
で
全
国
最
多
を
続

け
て
い
る
福
島
県
。
７
年
連
続
の
受
賞

で
記
録
を
伸
ば
し
、
福
島
県
の
酒
造
り

の
技
術
力
と
品
質
の
高
さ
が
改
め
て
証

明
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
し
た
町
内
３
蔵
元
全
て
が
金
賞
を

受
賞

　

県
内
で
は
、国
権
酒
造
（
南
会
津
町
）

が
12
年
連
続
、
東
日
本
酒
造
協
業
組
合

（
二
本
松
市
）
と
名
倉
山
酒
造
（
会
津

若
松
市
）
が
11
年
連
続
に
記
録
を
伸
ば

し
ま
し
た
。

　

６
月
21
日
、
町
乾
杯
条
例
の
制
定
を

記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
〝
南
会
津
の
日
本

酒
で
乾
杯
！
２
０
１
９
〟
で
は
、
町
内

４
蔵
元
の
酒
が
振
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
大

吟
醸
が
当
た
る
抽
選
会
も
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

金
賞
受
賞
銘
柄
（
蔵
元
）

　

國　
　

権
（
国
権
酒
造
）

　

開
當
男
山
（
渡
部
謙
一
）

　

田　
　

島
（
会
津
酒
造
）

恒例の鏡開き 大人気の日本酒カクテル 酒粕のつかみどりも大盛況
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役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

南会津地方広域市町村圏組合・南会津地方環境衛生組合
職員採用候補者試験（高校卒程度）のご案内

区分 南会津地方広域市町村圏組合 南会津地方環境衛生組合
試験職種 消防 技能労務職

採用予定人数 男女若干名 若干名

受験資格
（学歴不問）

・平成４年４月２日から平成１４年４月１日ま
　でに生まれた方
・普通自動車運転免許（ＡＴ限定免許を除く。）
　の取得者又は取得見込みの方

・昭和５９年４月２日から平成１４年４月１日
　までに生まれた方

【次のいずれかに該当する方は受験できません。】
・日本国籍を有しない方
・成年被後見人又は披保佐人（準禁治産者を含む。）
・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終るまで又はその執行を受けることがなくなるまでの方
・本組合の職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない方
・日本国憲法施行の日以降で、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主
　張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した方

試験方法

第１次試験

①教養試験
　職員として必要な一般知識と知能に対する択一式の筆記試験
②適性検査
　消防職員としての適応性を検査

②各種検査
　性格特性検査、職場適応性検査

第２次試験

①個別面接、作文試験
②体力測定（２７５ｍ走、腕立て伏せ、反復横
　飛び、懸垂）
③身体検査（心身健全で職務遂行に必要な適性
　の有無を検査）

【身体的条件】
・視力（矯正視力を含む。）が両眼０.７以上、
　かつ一眼それぞれ０.３以上
・石原式色覚検査と聴力が左右正常
※これらの検査項目を含む身体検査書（健康診
　断書）が必要です。

小論文、個別面接

試験日程等
第１次試験

　　　　　　　①試　験　日　９月２２日（日）
　　　　　　　②試験会場　県立田島高等学校（南会津町田島字田部原２６０）
③日程
　受　　付　午前９時～午前９時３０分
　教養試験　午前１０時～正午
　適性検査　午後１時～午後１時２０分

③日程
　受　　付　午前９時～午前９時３０分
　教養試験　午前１０時～正午
　各種検査　午後１時～午後２時３０分

第２次試験 第１次試験合格者に別途通知します。

受験手続等

申込用紙の
交付・請求

①申し込み先のほか郡内の消防署（出張所・分
　遣所）で交付します。
②郵便で請求する場合は、封筒表に「試験申込
　用紙請求」と朱書きの上、返信用封筒（角形
　２号・返信先明記・１２０円切手を貼り付け。）
　を同封して組合事務局へお送りください。

①申し込み先で交付します。
②郵便で請求する場合は、封筒表に「試験申込
　用紙請求」と朱書きの上、返信用封筒（角形
　２号・返信先明記・１２０円切手を貼り付け。）
　を同封してお送りください。

申込方法

①申込用紙に必要事項を記入し、最近６か月以
　内に撮影した本人の写真（上半身、脱帽、正
　面向、縦４㎝×横３㎝）１枚を貼って、組合
　事務局に提出してください。
②郵送の場合は、封筒表に「試験申込」と朱書
　きの上、必ず簡易書留でお送りください。

①申込用紙に必要事項を記入し、申し込み先に
　提出してください。
②郵送の場合は、封筒表に「試験申込」と朱書
　きの上、必ず簡易書留でお送りください。

受付期間 ①直接提出する場合は、７月１７日（水）から８月１６日（金）までの執務時間中に限ります。
②郵送の場合は、８月１６日（金）必着です。

申込み・問合せ

●南会津地方広域市町村圏組合　事務局
　〒９６７- ０００４
　　南会津町田島字西町甲４３３１
　電話 ０２４１- ６２- ００５４
●南会津地方消防本部　総務課
　電話 ０２４１- ６３- ３１１８

●南会津地方環境衛生組合　総務課
　〒９６９- ５３４３
　　下郷町大字落合字下川原１３８- １
　電話 ０２４１- ６７- ２４８０
●南会津地方環境衛生組合　西部環境センター
　〒９６７- ０６１１
　　南会津町山口字下荒町２１７２- ９

町職員採用候補者試験のご案内
（高校卒程度）

～ ともに町づくりをしませんか ～

①第１次試験
・日時　９月２２日（日）午前９時～
・場所　県立田島高等学校
　　　　（南会津町田島字田部原２６０）
②第２次試験
　第１次試験合格者に別途通知します。

試験日時・場所

　申込用紙は、問合せ先で交付します。
　必要事項を記入して提出してください。（郵送可）

申　込　方　法

７月１７日（水）～８月１６日（金）
※郵送の場合は、８月１６日（金）必着

受　付　期　間

区分 種類 試　験　内　容

第
１
次
試
験

教養
試験

　職員として必要な一般知識と知
能に対する、択一式の筆記試験

各種
検査

　事務適性検査、一般性格診断検
査、職場適応性検査

第
２
次
試
験

　第１次試験合格者を対象に、小
論文や集団討論、個別面接など

試　験　方　法

試験職種 採用予定人員

一般事務 若干名

試験職種・採用予定人数

受　験　資　格
①日本国籍を有する方
②地方公務員法第１６条（欠格条項）に該当しな
　い方
③年齢資格等（学歴不問）
　平成１０年４月２日から平成１４年４月１日ま
でに生まれた方

　　◆総務課　総務係
　　　〒９６７- ０００４
　　　　南会津町田島字後原甲３５３１- １
　　　　電話０２４１- ６２- ６１００
　　◆舘岩総合支所 町民課 総務係
　　　　電話０２４１- ７８- ３３２０
　　◆伊南総合支所 町民課 総務係
　　　　電話０２４１- ７６- ７７１１
　　◆南郷総合支所 町民課 総務係
　　　　電話０２４１- ７２- ２１１１

申込み・問合せ



広報みなみあいづ 2019.713 122019.7 広報みなみあいづ

役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
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後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
証
の

有
効
期
限
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

75
歳
に
な
ら
れ
た
方
、
ま
た
は
何

ら
か
の
事
由
で
年
金
か
ら
の
天
引
き

が
で
き
な
い
方
に
「
令
和
元
年
度 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
賦
課
決
定

通
知
書
・
納
入
通
知
書
」
を
８
月
上

旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
4
月
以
降
の
年
金

か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
て

い
る
方
に
は
、
4
月
に
「
仮
徴
収
開

始
通
知
書
」
を
お
送
り
し
、
４
・
６
・

８
月
の
保
険
料
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

　

10
月
以
降
の
保
険
料
額
は
、
追
っ

て
「
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」
を
郵

送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

65
歳
か
ら
74
歳
で
一
定
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
は

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す

　

 

加
入
で
き
る
方

　

65
歳
か
ら
74
歳
で
障
害
年
金
や
障

害
者
手
帳
な
ど
の
等
級
が
次
に
該
当

す
る
方
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
の
加
入
の
意
思
が
あ
る
方
。

▽
障
害
基
礎
年
金
（
１
・
２
級
）

▽
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
・
３
級

　

お
よ
び
４
級
の
一
部
）

▽
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
１
・

　

２
級
）

▽
療
育
手
帳
（
重
度
）　

Ｑ１：加入するとどうなるの？

①医療機関での診療にかかる窓口負担の割合が

　１割（現役世代並みに所得がある方は３割）

　で医療を受けられます。

②医療機関に支払う１か月あたりの自己負担限

　度額も低く設定されています。

③後期高齢者医療制度の加入者は、一人一人が

　保険料を負担します。

　そのため、これまで保険料を負担していな

　かった被用者保険などの被扶養者の方も保険

　料が発生します。

Ｑ２：脱退したいときは？

　７５歳の誕生日前であれば、後期高齢者医療

制度から脱退することができます。

　役場で手続きいただくと、国民健康保険や被

用者保険などに加入することができます。

問合せ 国民健康保険・後期高齢者医療 国民健康保険税
住民生活課　国保年金係  　　電話０２４１- ６２- ６１２０ ○
税務課　町税係　　　　  　　電話０２４１- ６２- ６１１０ ○
舘岩総合支所 町民課 住民係　電話０２４１- ７８- ３３４５ ○ ○
伊南総合支所 町民課 住民係　電話０２４１- ７６- ７７１２ ○ ○
南郷総合支所 町民課 住民係　電話０２４１- ７２- ２２２４ ○ ○

　

申
請
に
よ
り
、
世
帯
員
全
員
の
住

民
税
が
非
課
税
の
方
へ
交
付
さ
れ
て

い
る
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
認
定
証
」
の
有
効
期
限
も
、
７
月

31
日
（
水
）
で
す
。

　

住
民
生
活
課
国
保
年
金
係
ま
た
は

各
総
合
支
所
町
民
課
住
民
係
の
窓
口

で
、
８
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
更
新

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
（
オ
レ
ン
ジ

色
）
を
７
月
下
旬
に
加
入
者
一
人
一

人
へ
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の

う
え
、
８
月
1
日
以
降
に
医
療
機
関

な
ど
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
ご
使
用
い
た
だ
い
て

い
る
被
保
険
者
証
（
ピ
ン
ク
色
）
の

有
効
期
限
は
、７
月
31
日（
水
）で
す
。

　

個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た

め
各
自
が
責
任
を
持
っ
て
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

８
月
１
日
か
ら
新
し
い

被
保
険
者
証
に
変
わ
り
ま
す

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

認
定
証
」の
更
新
手
続
き

令
和
元
年
度
保
険
料
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

ご
検
討
く
だ
さ
い　

 

加
入
手
続
き
に
つ
い
て

　

制
度
へ
加
入
し
た
い
方
は
、
次
の

必
要
書
類
を
準
備
し
て
、
役
場
担
当

係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

必
要
書
類

○
障
が
い
の
状
態
を
確
認
で
き
る
手

　

帳
や
年
金
証
書
な
ど

○
現
在
加
入
し
て
い
る
保
険
証

○
印
鑑

【改定後の国保税率】

区　分 医療保険分 後期高齢者支援分 介護納付金分

所得割額 ７. ８６％ ２. ７６％ ２. ４０％

資産割額 ― ― ―

均等割額 ２６, ８７５円 ９, ３３６円 １０, １０４円

平等割額 １９, ８８５円 ６, ９０８円 　５, １３８円

国
保
税
率
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
、
国
保

税
率
が
左
表
の
と
お
り
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

改
定
後
の
税
率
や
変
更
後
の

賦
課
方
式
は
、
平
成
31
年
４
月

分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

【「
被
保
険
者
証
」
使
用
上
の
注
意
！
】

①
保
険
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す
る
と
き
は
、
必
ず
被
保
険
者

　

証
を
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

②
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
は
、
誕
生
日
の
翌
月
か
ら
「
高

　

齢
受
給
者
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
方
は
、
被
保
険
者
証
と
高
齢
受
給
者
証
を

　

合
わ
せ
て
医
療
機
関
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

③
保
険
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金

　
（
自
己
負
担
金
）
は
、
18
歳
以
下
（
18
歳
の
誕
生
日
以
降
最
初

　

の
３
月
末
ま
で
）は
０
割
、19
歳
か
ら
69
歳
ま
で
は
３
割
、

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
は
、
高
齢
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
た
割

　

合
に
な
り
ま
す
。

④
転
出
な
ど
で
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、
直
ち

　

に
被
保
険
者
証
を
問
い
合
わ
せ
先
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
と
き
や
、
被
扶

　

養
者
に
な
っ
た
と
き
は
、
14
日
以
内
に
勤
務
先
の
保
険
証
と

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
を
添
え
て
問
い
合
わ
せ
先
へ

　

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
⑤
被
保
険
者
証
の
記
載
事
項
（
住
所
・
氏
名
・
世
帯
主
な
ど
）

　

に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
14
日
以
内
に
被
保
険
者
証
を
添

　

え
て
問
合
せ
先
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

⑥
特
別
な
事
情
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
保
険
税
を
滞
納
し
て

　

い
る
場
合
は
、
被
保
険
者
証
を
返
却
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
保
険
税
は
、
医
療
費
給
付
の
財
源
で
あ
る
こ
と
か

　

ら
、
保
険
税
の
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※資格の取得や喪失、高額療養費や療養費に関する手続きは、
　これまで同様に、役場の窓口で対応します。

福 島 県
国 民 健 康 保 険
被 保 険 者 証

氏 名
生 年 月 日
適用開始年月日
交 付 年 月 日
世 帯 主 氏 名
住 所　　　　

有効期限　　　　　年　　月　　日

記号　　　　　　　番号

　　　　　　　　　　性　別
　年　　月　　日
　年　　月　　日
　年　　月　　日

保険者番号　　　　　　交付者名
18歳までの一部負担金の割合は０割

み
ほ
ん

国
民
健
康
保
険
「
被
保
険
者
証
」

一
斉
更
新
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
は
、
毎
年
８
月
１
日
に
一

斉
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
７
月
下
旬
に
各
世
帯
分
を
世
帯

主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
紛
失
な
ど
に
十
分
注
意
し
て
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
元
年
８
月
１
日
ま
で
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

る
方
は
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
に
な
る
た
め
、

被
保
険
者
証
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

後
日
、後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
「
オ
レ
ン
ジ
色
」
で
す

み ほ ん
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住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名

東 京 都 港 区 篠原　　泰　様 東 京 都 立 川 市 渡部　雅隆　様 神奈川県川崎市 河原　　修　様

千 葉 県 流 山 市 伊藤　大介　様 埼玉県さいたま市 渡部　伸二　様 埼 玉 県 越 谷 市 大瀧　利明　様

埼 玉 県 川 越 市 小嶋　　明　様 福 島 県 郡 山 市 塩生　隆夫　様 福 島 県 郡 山 市 黄　　英雄　様

匿 名 希 望 １６件

【いただいたメッセージ】
※紙面の都合上、一部省略して掲載しています。ご了承ください。

▼南会津大好きです。
▼豊かな自然をいつまでも。
▼実家の両親が亡くなった今、帰省する機会が少なくなりました
が、自分のふるさとなので応援しています。
▼私の同級生は、皆元気で年を感じさせません。子どもからお年
寄りまで住んでよかった町にしてください。

　ふるさと納税は、パソコンやスマートフォ
ンからもお申し込みができるほか、クレジッ
ト決済もできます。
　詳しくは、町ホームページをご覧ください。

【問合せ】総合政策課 企画政策係
　　　　　電話 0241-62-6210

南会津町 ふるさと納税

５月１６日から６月１５日の間に、納税（応援寄附金）いただいた方々をご紹介します。（計２５件）

ふるさと納税（応援寄附金）ありがとうございます

７月の納税こよみ
固 定 資 産 税　　第２期
国民健康保険税　　第１期
介 護 保 険 料　　第１期
国　民　年　金　　６月分
納期限は７月３１日（水）です

納税に関するお問い合わせは
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-6170

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所　町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所　町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所　町民課　　　℡ 0241-72-2224

す
ま
い
る
だ
よ
り

「
子
育
て
が
弧
育
て
に
な
ら
な
い
た
め
に
」

ｖｏｌ 15

子
育
て
に
悩
む
保
護
者
さ
ん
と

お
話
し
を
す
る
中
で
、
い
つ

も
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

子
育
て
に
イ
ラ
イ
ラ
は
つ
き
も
の
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
お
母
さ
ん
・
お

父
さ
ん
も
人
間
で
あ
る
以
上
、
怒
り

も
す
れ
ば
イ
ラ
イ
ラ
も
し
ま
す
。
も

し
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
自
分
を
「
私

は
ダ
メ
な
親
だ
」
と
思
っ
て
い
る
方

が
い
た
ら
、
ぜ
ひ
「
私
は
頑
張
り
す

ぎ
て
い
る
親
だ
」
と
違
っ
た
見
方
を

し
て
み
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
ん
な
頑
張
り
す
ぎ

て
い
る
保
護
者
の
方
へ
向
け

て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

ま
ず
、
子
ど
も
の
小
さ
な
こ
と

に
イ
ラ
ッ
と
し
て
し
ま
う
と

き
は
、
自
分
に
「
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
」

を
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

一
般
的
な
子
ど
も
の
し
つ
け
の

手
法
に
「
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

が
乱
暴
な
振
る
舞
い
や
、
度
が
過
ぎ

る
い
た
ず
ら
な
ど
を
し
て
し
ま
う
場

【
子
育
て
の
ご
相
談
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
（
健
康
福
祉
課
内
）

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

メ
ー
ル egao@minamiaizu.org

合
、
事
前
に
子
ど
も
と
話
し
合
っ
て

お
い
た
指
定
の
場
所
に
離
し
、
少
し

落
ち
着
か
せ
る
と
い
う
方
法
で
す
。

タ
イ
ム
ア
ウ
ト
と
は
、
蔵
に
閉

じ
込
め
る
よ
う
な
従
来
の
日

本
風
の
怖
い
や
り
方
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
子
ど
も
に
落
ち
着
い
て
も
ら

う
た
め
の
手
法
で
あ
る
た
め
、
「
年

齢
×
１
分
」
程
度
が
適
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
３
歳
で
あ

れ
ば
３
分
と
い
う
時
間
を
、
イ
ラ
ッ

と
し
た
自
分
自
身
に
課
す
と
い
う
方

法
で
す
。

大
人
が
「
年
齢
×
１
分
」
と
い

う
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
は

物
理
的
に
無
理
で
す
が
、
子
ど
も
の

安
全
を
確
保
し
て
自
分
が
離
れ
る
こ

と
や
休
む
こ
と
は
、
イ
ラ
イ
ラ
対
策

に
有
効
で
す
。
イ
ラ
イ
ラ
す
る
と
き

は
疲
れ
て
い
る
と
き
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

次
に
、
と
に
か
く
ス
ト
レ
ス
が

溜
ま
る
と
き
の
対
策
と
し

て
、
思
っ
て
い
る
こ
と
や
グ
チ
を
外

に
出
す
と
い
う
方
法
で
す
。
こ
こ
で

は
誰
か
に
話
す
以
外
に
、
た
め
込
ん

だ
想
い
を
「
た
く
さ
ん
の
メ
モ
に
書

き
だ
す
」
方
法
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

チ
ラ
シ
の
裏
や
ノ
ー
ト
に
書
き

散
ら
か
し
た
不
満
は
、
書
く

こ
と
で
整
理
さ
れ
、
破
っ
て
捨
て
れ

ば
す
っ
き
り
す
る
と
い
う
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。
何
か
に
書
く
こ
と
で
、

人
は
安
心
し
て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
メ
モ
を
「
忘

れ
な
い
た
め
」
で
は
な
く
、
効
率
よ

く
「
忘
れ
る
た
め
」
に
使
う
と
い
う

こ
と
で
す
。

と
は
い
え
、
子
ど
も
へ
怒
ら
ず

に
伝
え
る
方
法
を
考
え
、
子

ど
も
に
合
わ
せ
て
工
夫
し
た
と
し
て

も
、
そ
れ
で
も
「
つ
い
、
子
ど
も
を

怒
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
こ
と
を
、

な
か
な
か
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
子
ど
も
の
こ
と
を
ど
う
で
も
い

い
と
思
っ
て
い
た
ら
腹
は
立
ち
ま
せ

ん
。
子
ど
も
に
関
心
が
あ
り
、
成
長

に
責
任
を
感
じ
、
持
っ
て
い
る
力
を

信
じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
怒
り
た
く
な

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
最
後
に
、
子
育
て
を
つ

ら
く
感
じ
た
ら
「
誰
か
と
つ

な
が
る
」
と
い
う
こ
と
を
提
案
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
近
所
の

お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ
ん
、
お
店
の
店

員
さ
ん
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
い
さ

つ
か
ら
始
め
て
、
顔
見
知
り
の
人
を

増
や
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

町
に
は
、
安
心
で
き
る
子
育
て

を
応
援
し
た
い
と
思
う
方
が

そ
ば
に
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
立

ち
話
で
気
持
ち
が
や
す
ら
ぐ
こ
と
も

あ
り
ま
す
し
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
る

人
に
出
会
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

ま
た
、
頑
張
っ
て
も
ど
う
に
も

な
ら
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た

り
、
い
っ
た
い
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
分
か
ら
ず
に
途
方
に
暮
れ
て
し
ま

い
そ
う
な
と
き
は
、
子
育
て
支
援
の

機
関
と
つ
な
が
る
こ
と
も
お
勧
め
で

す
。
自
分
一
人
で
は
思
い
も
よ
ら
な

か
っ
た
方
法
が
分
か
り
、
お
母
さ
ん
・

お
父
さ
ん
を
孤
独
に
さ
せ
ず
に
す
む

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

町
に
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
や
保
健
師
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
相
談

先
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
た

ち
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

さ
ら
に
は
月
に
一
度
、
自
分
の

子
育
て
に
対
す
る
思
い
を
話

し
た
り
、
相
手
の
話
を
聴
く
練
習
が

で
き
る
「
絆
づ
く
り
の
会
（
親
業
）
」

な
ど
の
サ
ー
ク
ル
も
存
在
し
て
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
情
報
に
触
れ
、
ど

う
か
南
会
津
町
で
の
子
育
て
が
「
弧
」

で
悩
む
も
の
で
は
な
く
、
大
切
な
お

子
さ
ん
を
育
む
す
て
き
な
期
間
と
な

る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

【
お
す
す
め
図
書
】

「
た
い
せ
つ
な
こ
と
」

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ワ
イ
ズ
・
ブ
ラ
ウ
ン
／
さ
く

レ
ナ
ー
ド
・
ワ
イ
ズ
ガ
ー
ド
／
え

う
ち
だ
や
や
こ
／
や
く

【
募
集
期
限
】

　

７
月
31
日
（
水
）

【
申
込
方
法
】

　

登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
登
録
申
請
書
は
、
問
い
合
わ
せ
先
で

　

配
布
す
る
ほ
か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ

　

い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

商
工
観
光
課

　

〒
９
６
７
―
０
０
０
４ 

南
会
津
町
田

　

島
字
後
原
甲
３
５
３
１
の
１

　

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
０
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
１
（
６
２
）
１
２
８
８

舘
岩
総
合
支
所 

振
興
課

　

電
話
０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
３
０

伊
南
総
合
支
所 

振
興
課

　

電
話
０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
５

南
郷
総
合
支
所 

振
興
課

　

電
話
０
２
４
１
（
７
２
）
２
９
０
０

消
費
税
増
税
対
策「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」

取
扱
事
業
者
募
集

最大２５％
の

プレミアム

　

本
年
10
月

に
、
消
費
税
率

10
％
へ
の
引
き

上
げ
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

消
費
に
与
え

る
影
響
の
緩
和

と
地
域
の
消
費

を
喚
起
す
る
た

め
、
住
民
税
非

課
税
の
方
と
子

育
て
世
帯
を
対
象
に
、「
南
会
津
町
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」を
販
売
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
商
品
券
が
よ
り
多
く

の
店
舗
で
利
用
で
き
る
よ
う
、
町
内
の

取
扱
事
業
者
（
店
舗
）
を
募
集
し
ま
す
。

【
商
品
券
概
要
】

◇
発
行
総
額　

１
億
円
（
予
定
）

◇
販
売
期
間　

９
月
下
旬
～

　
　
　
　
　
　
　
　

翌
年
２
月
28
日

◇
使
用
期
間　

10
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　

翌
年
３
月
15
日

※
詳
し
い
要
件
や
購
入
方
法
な
ど
は
、

　

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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ま ち の 話 題
news ＆ topics

第１号に會津田島太鼓保存会
町観光応援隊を設置

左から星豊さん、大宅町長、大橋会長

アズビル㈱が地域貢献
ひめさゆりの保全活動に汗

保全活動に参加した皆さん

　

５
月
18
日
・
19
日
の
両
日
、
ア
ズ
ビ
ル
㈱

（
曽そ

ね禰
寛ひ
ろ
ず
み純
代
表
取
締
役
社
長
＝
本
社
東
京
）

各
支
社
の
職
員
と
そ
の
家
族
37
人
が
ひ
め
さ
ゆ

り
の
群
生
地
を
訪
れ
、
保
全
活
動
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
平
成
23
年
に
町
と
同
社
が
結

ん
だ
環
境
保
護
活
動
協
定
を
キ
ッ
カ
ケ
に
、
毎

年
春
と
秋
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
有
害
鳥
獣
対
策
用
の
電
気
柵
と
防

草
シ
ー
ト
の
設
置
が
主
な
内
容
。
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
、
青
空
の
下
で
管
理
人
と
と
も
に
、

丁
寧
に
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

10
月
中
旬
の
秋
の
活
動
は
、
ひ
め
さ
ゆ
り
の

種
ま
き
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

田
島
中
（
優
勝
）、
舘
岩
・
荒
海
中
（
第
３
位
）
が
県
大
会
へ

第
67
回
全
会
津
中
学
校
体
育
大
会
軟
式
野
球
競
技

【
決
勝
戦
】
田
島
中
３
―
２
喜
多
方
二
中

　

１
点
を
追
う
田
島
中
（
目
黒
貴
裕
監
督
）
は

最
終
回
、
先
頭
の
３
番
高
橋
良
亮
が
安
打
で
出

塁
す
る
と
、
続
く
４
番
竹
内
步
陸
が
初
球
を
完

璧
に
捉
え
て
左
越
適
時
三
塁
打
を
放
ち
、
土
壇

場
で
同
点
に
追
い
つ
き
ま
し
た
。

　

一
打
サ
ヨ
ナ
ラ
の
場
面
で
、
打
席
に
は
５
番

服
部
颯
人
。
カ
ウ
ン
ト
ワ
ン
ボ
ー
ル
か
ら
の
２

球
目
を
鋭
く
振
り
ぬ
く
と
、
チ
ー
ム
の
思
い
が

乗
っ
た
打
球
は
一
・
二
塁
間
を
抜
け
て
右
前
へ
。

　

逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
で
優
勝
し
、
大
会
２
連
覇
を

飾
り
ま
し
た
。

【
３
位
決
定
戦
】
荒
海
・
舘
岩
中
７
―
０
下
郷
中

　

荒
海･

舘
岩
中
（
小
野
友
史
監
督
）
は
初
回
、

４
連
続
四
球
で
１
点
を
先
制
す
る
と
、
５
番
山

口
琥
珀
の
左
中
間
を
破
る
２
点
適
時
二
塁
打
な

ど
で
一
挙
に
５
点
を
奪
い
、
試
合
の
主
導
権
を

握
り
ま
し
た
。

　

４
回
、
７
回
に
も
相
手
の
エ
ラ
ー
で
１
点
ず

つ
を
加
え
て
大
き
く
引
き
離
す
と
、
投
げ
て
は

エ
ー
ス
星
朝
輝
が
相
手
打
線
を
２
安
打
無
失
点

に
抑
え
る
完
璧
な
投
球
。

　

南
会
津
勢
同
士
の
対
決
を
制
し
て
、
県
大
会

へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

大会２連覇を果たした田島中

第３位に輝いた荒海・舘岩中

ま ち の 話 題
news ＆ topics

　

町
の
観
光
、
文
化
、
歴
史
、
豊
か
な
自
然
環

境
、
さ
ら
に
は
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
地
場

産
品
な
ど
を
広
く
紹
介
し
、
町
の
観
光
振
興
と

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
た
め
に
設
置
し

た
「
南
会
津
町
観
光
応
援
隊
」。

　

そ
の
第
１
号
に
會
津
田
島
太
鼓
保
存
会
（
大

橋
通
会
長
）
が
任
命
さ
れ
、
４
月
８
日
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
保
存
会
は
、
町
の
伝
承
を
基
に
し
た
創
作

太
鼓
を
、
町
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で

演
奏
す
る
ほ
か
、
来
場
客
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
た
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

任
期
は
、
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年

間
で
す
。

今年も祭りを盛り上げます！

会
津
田
島
祇
園
祭

江
戸
下
町
職
人
展

　

今
年
の
祇
園
祭
も
、

友
好
都
市
台
東
区
か
ら

「
バ
ナ
ナ
の
叩
き
売
り
」

「
飴
細
工
」
の
大
道
芸

人
さ
ん
、「
江
戸
す
だ

れ
」
な
ど
の
職
人
さ
ん

が
や
っ
て
き
ま
す
。
普

段
は
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
〝
匠
の
技
〟
を
じ

っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
の
イ
ベ
ン
ト
も
充

実
！ 

最
初
か
ら
最
後

ま
で
、
ど
う
ぞ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
!!

　

台
東
区
の
特
産
品
も

販
売
い
た
し
ま
す
。

【イベントスケジュール】

７月２２日（月）

時間 イベント名

14:00 暁太鼓（暁の星幼稚園）

14:30 津吹みゆ ～演歌披露～

15:00 みはる ものまねショー

15:30 津吹みゆ ～演歌披露～

16:00 Ｂａｌｌｏｏｎ ＪＵＮＥ

17:00 みはる ものまねショー

17:30 Ｂａｌｌｏｏｎ ＪＵＮＥ

19:00 息吹 ～現代版組踊～

７月２３日（火）

時間 イベント名

13:00 みはる ものまねショー

13:30 Ｂａｌｌｏｏｎ ＪＵＮＥ

14:00 ドリルフィンフィンズ

16:00 みはる ものまねショー

16:30 Ｂａｌｌｏｏｎ ＪＵＮＥ

17:00 ドリルフィンフィンズ

19:00 息吹 ～現代版組踊～

※両日夕方から「バナナの叩き売り」も開催

※神事の進行状況により、時間を変更する

　場合があります。

みはる津吹みゆ

Balloon JUNE ドリルフィンフィンズ

水道事業の効率化にクラウドシステムを導入
「情報通信月間」東北総合通信局長表彰を受賞

表彰を受ける大宅町長㊧

　

６
月
３
日
、
仙
台
市
青
葉
区
で
開
催
さ
れ
た

「
電
波
の
日
・
情
報
通
信
月
間
」
記
念
式
典
。

そ
の
席
上
で
、
町
の
水
道
事
業
に
関
す
る
取
り

組
み
が
、
東
北
総
合
通
信
局
長
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

広
大
な
面
積
の
南
会
津
町
で
は
、
町
内
に
点

在
す
る
水
道
施
設
の
多
様
な
監
視
・
管
理
を
、

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
効
率
化
し

て
い
ま
す
。
こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。

【
募
集
期
限
】

　

８
月
31
日
（
土
）
※
消
印
有
効

【
人
数
】

　

59
人（
県
内
59
市
町
村
か
ら
各
１
人
を
選
出
）

【
応
募
方
法
】

　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
０
ふ
く
し
ま
情
報
サ
イ

ト
「
ふ
く
し
ま
プ
ラ
ス
２
０
２
０
」
を
確
認
し
、

次
の
方
法
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

情
報
サ
イ
ト
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
で
必
要
事
項

を
記
入

②
応
募
用
紙
を
郵
送

　

生
涯
学
習
課（
御
蔵
入
交
流
館
）お
よ
び
役
場

本
庁
、
各
総
合
支
所
で
配
布
す
る
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入

◆
郵
送
先
：
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

　

火
リ
レ
ー
ふ
く
し
ま
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
〒
９
６
０
―
８
６
７
０
福
島
市
杉
妻
町
２
の
16
）

【
そ
の
他
】

　

全
国
的
に
共
通
し
て
い
る
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の

基
本
応
募
要
件
な
ど
は
、
東
京
２
０
２
０
組
織

委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

福
島
県
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
募
集
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

電
話
０
５
７
０
―

２
０
０
５
０
２
（
平
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

福
島
県
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を

募
集
し
ま
す
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交 流 広 場交 流 広 場

桧沢生活文化伝承クラブで活動しませんか

会　員　募　集 木工ろくろ体験会

内　　容
正　会　員

（６０歳以上）
研　修　生

（１８～６０歳未満）

・オリジナルの木の皿や茶盆、サラ
　ダボールの制作
・指導者が個別に指導

対　　象 主に平日に活動できる方
　技術習得後、主に土日に指
導者として活動できる方

　興味のある方ならどなたでも体験
できます。

募集人数
１０人 ５人 随時受付

※指導者の日程などで、体験希望日
　に添えない場合があります。定員になり次第締め切ります。

費　　用
年会費　男性１０, ０００円
　　　　女性　５, ０００円

無　料

・ろくろ使用料
２時間１, ０００円

・材料費
５００円～２, ０００円

申　込　み
問　合　せ

桧沢生活文化伝承クラブ事務局　佐藤　秀幸　　電話０９０- ４６５４- ２４６４

　私たちのクラブは、桧中工房（旧桧沢中学校技術室）を
活動の拠点とし、地域の生活を支えてきたさまざまな伝統
工芸を学んでいます。
　その技術を後世に伝えるため、木地木工のみならず、木
工工作やツル編み組、わら工芸の制作や講習会など開催し
ています。
　興味のある方のご連絡をお待ちしています。

認
知
症
カ
フ
ェ

第
２
回 

脳
げ
ん
き
カ
フ
ェ

　

認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
勉
強
会

や
悩
み
事
の
相
談
、情
報
交
換
な
ど
、

美
味
し
い
お
茶
と
お
菓
子
を
食
べ
な

が
ら
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

７
月
30
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

【
場
所
】

　

役
場
１
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

【
内
容
】

・
認
知
症
予
防
の
た
め
の
運
動

・
参
加
者
同
士
の
交
流

・
専
門
職
に
よ
る
相
談
対
応

【
参
加
料
】

　

１
０
０
円

【
申
込
み
】

　

不
要
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

南
会
津
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

電
話 

０
２
４
１（
６
４
）５
０
３
５

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
教
室

で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
み
ん
な
と
楽

し
く
、
体
操
や
交
流
活
動
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

その他 内容 日時 場所
体
操
の
で
き
る
服

装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

簡
単
な
体
操

転
倒
予
防
運
動

認
知
症
予
防
体
操

７
月
19
日
（
金
）

午
後
１
時
40
分
～

午
後
３
時

び
わ
の
か
げ
高
齢

者
セ
ン
タ
ー

夏
祭
り
交
流
会

（
ゲ
ー
ム
な
ど
）

８
月
８
日
（
木
）

午
前
10
時
～

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

花 

南
会
津

【
問
合
せ
】

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花 

南
会
津

　

電
話 

０
２
４
１（
６
２
）８
７
０
０

「伝統の浅草提灯絵付け体験と

劇団四季ライオンキング鑑賞ツアー」

特急に乗って友好都市台東区へ行こう！

料金　大人（中学生以上）３０,０００円

　　　小人（３歳～小学生）２０,０００円
　※往復電車賃、宿泊代（１泊朝食付）、初日昼食、浅草

　　提灯絵付け体験料、ミュージカル鑑賞料を含みます。

　※オプションは別料金です。

対象　町内に在住、在勤、在学している方
　　　（観劇の都合上、２歳児以下は対象外）

～ ～ ～ ～ 旅 行 行 程 ～ ～ ～ ～

●２４日（土）　会
８：０８発

津田島駅－
ＡＩＺＵマウントエクスプレス号

－－－－－－－－鬼
９：０９着　９：１１発

怒川温泉駅－
特急スペーシア

－－－－浅
１１：１５着

草駅－－－昼食

　　　　　　　－－－浅草提灯絵付け体験－－－劇
★Ｓ席で鑑賞！★

団四季ミュージカル－－－ホ
サンルートホテル浅草

テル

●２５日（日）　ホテル－－－下町フリー散策（※オプション：東京ソラマチ・すみだ水族館）

　　　　　　　－－－浅
１４：３０発

草駅－
リバティ会津

－－－－会
１７：４６着

津田島駅

【定員】
　２０人　※定員になり次第、申し込みを終了させていただきます。

【申込期間】
　７月１６日（火）～８月２日（金）受付時間：午前９時～午後５時
　※期間以外の申し込みは受け付けません。

【申込み・問合せ】
　みなみやま観光㈱　電話 ０２４１-６２-２２５０
※お電話でお申し込みください。窓口受付不可

日程　８/24　～25　土 日

添乗員同行

　

開
館
か
ら
26
年
を
迎
え
た
奥
会

津
博
物
館
。
国
の
重
要
有
形
民
俗

文
化
財
５
０
５
８
点
を
含
む
約

２
万
４
千
点
の
民
具
を
収
蔵
す
る

ほ
か
、
奥
会
津
の
伝
統
文
化
を
保

存
・
伝
承
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
「
藍
染
め
」
は
、
身
近

に
体
験
で
き
る
伝
統
文
化
と
し
て

重
要
視
さ
れ
、
染
屋
（
旧
杉
原
家

住
宅
＝
町
指
定
重
要
有
形
民
俗
文

化
財
）
の
移
築
と
と
も
に
、
開
館

当
初
か
ら
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
、
４
月
19
日
の
埼
玉
栄

高
校
を
皮
切
り
に
、
６
月
ま
で
に

計
16
件
約
８
０
０
人
が
体
験
す
る

な
ど
、
そ
の
人
気
に
拍
車
が
掛

か
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
人
気
の
「
絞
り
染
め
」
は
、

作
り
手
の
感
性
が
多
様
に
現
れ
る

の
で
二
度
と
同
じ
物
が
で
き
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
使
う
た
び
に
味
が

出
る
と
い
う
染
物
の
特
性
も
魅
力

の
一
つ
で
す
。

　

手
軽
に
体
験
で
き
、
味
わ
い
深

い
作
品
に
仕
上
が
る
「
藍
染
め
」。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

【
体
験
期
間
】

　

４
月
後
半
～
秋
ご
ろ
ま
で

【
体
験
料
金
】

　

ハ
ン
カ
チ（
１
枚
）１
０
０
０
円

　

手
ぬ
ぐ
い（
１
枚
）１
０
０
０
円

　

バ
ン
ダ
ナ（
１
枚
）１
３
０
０
円

【
問
合
せ
】

　

奥
会
津
博
物
館

　

電
話
０
２
４
１（
６
２
）３
０
７
７

「
藍
染
め
」
大
人
気
で
す

～
奥
会
津
博
物
館
～
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６月 会議・行事名
１ 県高等学校体育大会レスリング

競技
３ 電波の日・情報通信月間記念式

典
４ 監査委員辞令交付式 / 南会津地

方町村会懇談会
５ 県町村会総会 / 全国町村下水道

推進協議会県支部総会 / 中高生
海外研修事前研修会

６ 南会津会理事会
７ 第２回議会定例会（初日）/ 舘

岩地域防犯協会懇談会
９ 田代山山開き
10 福田愛生選手２０１９年度女子

ＧＥＭ３（Ｕ１８）日本代表選
出報告

11 会津鉄道㈱定時株主総会 / 県会
津線等対策協議会総会

12 第２回議会定例会（２日目）
13 第２回議会定例会（３日目）
14 第２回議会定例会（最終日）/

町政懇談会
15 ひめさゆり祭り
17 村井民重氏高齢者叙勲伝達式 /

南会津郡遺族連合会定期総会 /
新規採用職員町長講話

18 アルメニア共和国大使館訪問 /
南会津地方町村会視察研修（初
日）

19 南会津地方町村会視察研修（２
日目）

20 南会津地方町村会視察研修（３
日目）

21 南会津地方町村会視察研修（最
終日）

24 タウンミーティング（南郷地域）
25 一部事務組合議会臨時会（南会

津地方広域市町村圏組合議会・
南会津地方環境衛生組合議会）
/ 南会津地方広域市町村圏組合
役員会 / 南会津会理事会

26 ふくしま森づくり大賞受賞報告
/ タウンミーティング（田島地
区）

27 自治功労者表彰伝達式 / さゆり
荘建設工事地鎮祭 / タウンミー
ティング（桧沢地区）

28 政策調整会議 / 献血功労者表彰
式 / タウンミーティング（荒海
地区）

30 青少年の主張大会

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 61
くらしの情報
local   life   Information

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

お
知
ら
せ
・
募
集

お
知
ら
せ
・
募
集

若
者
の「
就
活
」を
支
援
し
ま
す

　

就
職
活
動
で
悩
み
や
不
安
を
抱
え
る
若
者

の
、
職
業
的
自
立
に
向
け
た
就
労
総
合
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

個
別
相
談
・
職
場
体
験
・
各
種
講
座
（
パ
ソ

コ
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
履
歴
書
作
成
支
援

な
ど
。）

　

15
歳
～
39
歳
ま
で
の
方

　

会
津
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

月
～
土
曜
日
、
午
前
９
時
～
午
後
６
時
（
木

　

曜
日
は
午
後
７
時
）

　

０
２
４
２
（
３
２
）
０
０
１
１

　

info@job-sapo.com

　

http://w
w

w.job-sapo.com
/

問 内対℡ＥHP

バ
ス
車
内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
お
知
ら
せ

　

（公社）
福
島
県
バ
ス
協
会
で
は
、
７
月
の
１
か
月

間
を
「
車
内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
バ
ス
の
乗
車
に
あ
た
っ
て
】

①
走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転
倒
な
ど
思
わ

　

ぬ
ケ
ガ
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
降
り

　

の
際
は
、
バ
ス
が
停
留
所
に
着
い
て
扉
が
開

　

い
て
か
ら
席
を
お
立
ち
願
い
ま
す
。

②
バ
ス
は
安
全
運
転
に
徹
し
て
い
ま
す
が
、
や

　

む
を
得
ず
急
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。
満
席
の
た
め
、
お
立
ち
に
な
っ
て

　

ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は
、
吊
革
や
握
り
棒

　

に
し
っ
か
り
お
つ
か
ま
り
く
だ
さ
い
。　

　

（公社）
福
島
県
バ
ス
協
会

　

０
２
４
（
５
４
６
）
１
４
７
８

問℡

結
婚
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
は
ぴ

福
な
び
」
出
張
登
録
会
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

婚
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
は
ぴ
福
な

び
」
を
導
入
し
、
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
方

に
出
会
い
の
キ
ッ
カ
ケ
づ
く
り
を
応
援
し
て
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
登
録
会
へ
お
越
し
下
さ
い
。

　

８
月
11
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

※
受
付
け
は
午
後
２
時
ま
で
（
予
約
優
先
）

　

御
蔵
入
交
流
館 

会
議
室
１
・
２

　

登
録
を
お
考
え
の
方
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
登
録
（
仮
登

　

録
）
済
み
の
方
、
既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

　

で
本
人
確
認
が
済
ん
で
い
な
い
方

　

シ
ス
テ
ム
の
概
要
や
操
作
手
順
な
ど
の
説
明
、

　

本
人
確
認
、
活
動
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
ア

　

ド
バ
イ
ス
）
な
ど
。

　

１
万
円
（
２
年
間
有
効
）

　

写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な

　

ど
。）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
事
前
に
予
約
を
さ
れ
た
方
を
優
先

　

し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
ご
予
約
く
だ

　

さ
い
。

　

ふ
く
し
ま
結
婚
・
子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー

　
（
福
島
県
青
少
年
会
館
内
）

　

０
２
４
（
５
４
４
）
０
０
７
０

問℡ 日場対内料注

成
人
式
の
ご
案
内

　

８
月
15
日
（
木
）
午
前
10
時

　

御
蔵
入
交
流
館　

文
化
ホ
ー
ル

　

平
成
11
年
４
月
２
日
～
平
成
12
年
４
月
１
日

　

に
生
ま
れ
た
方
で
、
町
に
住
所
を
有
す
る
方

　

と
町
立
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
た
方

　

住
所
を
町
外
に
移
動
し
た
方
で
、
町
の
成
人

　

式
に
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
問
い
合
わ

　

せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　

０
２
４
１
（
６
２
）
５
５
１
１

℡ 問 注 対 日場

都
内
初
開
催
！

30
歳
の
大
同〝
想
〟会
in
東
京

「
夏
の
ふ
く
し
ま
０
次
会
」の
ご
案
内

　

県
で
は
、
昨
年
大
盛
況
だ
っ
た
「
ふ
く
し
ま

０
次
会
」
を
都
内
で
初
開
催
し
ま
す
。

　

ふ
く
し
ま
大
好
き
の
30
歳
前
後
が
大
集
合
。

同
年
代
の
仲
間
同
士
、
飲
ん
で
、
食
べ
て
、
福

島
県
の
魅
力
や〝
想
い
〟を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

７
月
27
日（
土
）午
後
２
時
30
分
～
午
後
５
時

　

Ｋ
Ｋ
Ｒ 

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

10
Ｆ

　
（
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
１
の
４
の
１
）

　

20
代
後
半
～
30
代
の
福
島
県
出
身
者
、
福
島

　

県
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
方
、
福
島
県
が
好

　

き
な
方

※
福
島
生
ま
れ
、
福
島
育
ち
、
進
学
や
転
勤
な

　

ど
で
お
住
ま
い
だ
っ
た
方
も
対
象
で
す
。

※
友
人
、
カ
ッ
プ
ル
、
夫
婦
、
お
一
人
の
参
加

　

も
大
歓
迎
で
す
。

　

１
０
０
人

　

３
５
０
０
円
（
事
前
申
込
・
事
前
振
込
制
）

　

①
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
　

交
流
・
歓
談
タ
イ
ム
、フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、

　
　

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
、
ク
イ
ズ
大
会
・
抽
選
会

　

②
ふ
く
し
ま
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
、
個
別
相
談

　

ふ
く
し
ま
０
次
会
運
営
事
務
局

　
（
㈱
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
内
）

　

０
２
４
（
９
５
３
）
３
２
４
４

　

https://fukushim
a-zerojikai.com

/sum
m

er/

日場対内 料 定℡ 問HP

“南会津で「第九」をうたう”公演情報

合
唱
参
加
者
大
募
集
!!

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
一
緒
に
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
「
第
九
」
を
う
た
う
感
動
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

合
唱
未
経
験
の
方
も
大
歓
迎
。
親
切
丁

寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
参
加
料
】

◆
一
般
９
０
０
０
円

　
　
（
チ
ケ
ッ
ト
２
枚
付
）

◆
高
校
生
以
下
３
０
０
０
円

　
　
（
チ
ケ
ッ
ト
１
枚
付
）

※
楽
譜
や
練
習
用
Ｃ
Ｄ
が
必
要
な
場
合
は
、

　

別
途
費
用
が
発
生
し
ま
す
。

【
練
習
日
程
】

・
原
則
、
日
曜
日
の
午
後
か
夜
に
田
島
地

　

域
で
開
催
し
ま
す
。（
平
日
の
夜
も
予
定
）

・
第
１
回
練
習（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

　

は
、
９
月
１
日
（
日
）

【
申
込
締
切
】

　

７
月
31
日
（
水
）

公
演
概
要

【
日
時
】

　

12
月
15
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

【
会
場
】

　

御
蔵
入
交
流
館　

文
化
ホ
ー
ル

【
出
演
】

●
指
揮
／
髙
橋
裕
之
（
福
島
市
出
身
）

●
管
弦
楽
／
新
潟
室
内
合
奏
団

●
ソ
リ
ス
ト
／
渡
部
史
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
＝

　

南
会
津
町
出
身
）、
室
井
州
美
枝
（
メ

　

ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
＝
下
郷
町
在
住
）、
伊
達

　

達
人
（
テ
ノ
ー
ル
＝
会
津
若
松
市
出

　

身
）、
平
野
亘
（
バ
リ
ト
ン
＝
桧
枝
岐

　

村
出
身
）

【
入
場
料
】

　

大
人
１
５
０
０
円

　

高
校
生
以
下
無
料
（
要
整
理
券
）

問
合
せ

　

南
会
津
第
九
の
会
事
務
局　

有
賀

　

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
０
７
０
３

　

携
帯
０
９
０（
４
１
７
０
）９
７
９
４

　
メ
ー
ルariga@lim

e.plala.or.jp
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健康通信
Health Information

心の健康相談のお知らせ
眠れない、心配ごとがある、お酒が止められない、認知症のこと・・・など、一人で抱え込んでいませんか。
話すことで楽になることもあります。秘密は厳守しますので、安心してご相談ください。

期　日 時　間 場　所 そ　　の　　他

８月20日（火） 13：30～15：00 南会津保健福祉事務所
（南会津保健所）

・相談は無料です。
・予約制ですので、事前に問い合わせ先へ
　お申し込みください。

【問合せ】南会津保健福祉事務所（南会津保健所）保健福祉課　電話０２４１- ６３- ０３０５

●乳幼児健康相談
日　程 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

８月29日（木） １歳児健康相談 13：30～13：45 健診ホール
（御蔵入交流館内） 平成30年６月～９月生まれ

月日 病　　院　　名 電　話
７月14日 舘 岩 愛 輝 診 療 所（南会津町） 0241-78-8688
　　21日 伊南小野木クリニック（南会津町） 0241-76-7780
　　28日 耳鼻咽喉科あべクリニック（南会津町） 0241-62-8733
８月４日 き む ら ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-62-5576
　　11日 朝 日 診 療 所（只　見　町） 0241-84-2221
　　18日 高 橋 医 院（南会津町） 0241-62-0040
　　25日 佐 藤 医 院（下　郷　町） 0241-67-2134

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

７ ・ ８月の日曜当番医

ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　電話　０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７２- ２２２５

乳幼児健診・相談カレンダー
●乳幼児健康診査

日　程 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者
７月17日（水） ３～４か月児健診

12：15～12：45 健診ホール
（御蔵入交流館内）

平成31年３月生まれ
７月19日（金） ２歳児歯科健診 平成29年１月～２月生まれ
７月31日（水） １歳６か月児健診 平成30年１月生まれ
８月21日（水） ３～４か月児健診 平成31年４月生まれ

健康通信
Health Information

３歳６か月児健診 むし歯「ゼロ」のお友だち

星 美
み さ と

里 ちゃん

（田島）

菊地 柚
ゆ ず は

花 ちゃん

（田島）

大橋美
み お り

桜里 ちゃん

（田島）

室井 結
ゆ き

葵 ちゃん

（田島）

阿部 大
や ま と

和 くん

（田島）

長谷川 広
こうだい

大 くん

（田島）

大口 詠
えいさい

歳 くん

（田島）

橘 奈
な つ

都 ちゃん

（伊南）

渡部 紗
さ あ や

彩 ちゃん

（田島）

星 飛
ひ す い

翠 くん

（田島）

ＮＰＯ法人あたごが出展＝総理官邸
安倍総理と障害者との集い

総理官邸に招待されたあたごのお二人（総理に向かって右隣）

　

障
が
い
者
が
「
能
力
を
生
か
し
て
、
生
き

が
い
を
感
じ
ら
れ
る
社
会
」
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
背
景
に
５
月
21
日
、
芸
術
活
動
や

農
業
な
ど
に
取
り
組
む
障
が
い
の
あ
る
方
々

を
総
理
官
邸
に
招
き
、
そ
の
活
動
を
紹
介
す

る
、「
安
倍
総
理
と
障
害
者
と
の
集
い
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

絵
画
な
ど
の
芸
術
作
品
の
紹
介
や
、
和
太

鼓
、
手
話
狂
言
、
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
披
露
、

さ
ら
に
は
逸
品
の
展
示
・
販
売
、
農
福
連
携

の
商
品
販
売
な
ど
、
全
国
か
ら
17
団
体
が
招

待
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
た
ご
が
招
待
さ

れ
、
間
伐
材
を
活
用
し
た
割
り
箸
や
ド
ラ
イ

フ
ル
ー
ツ
を
出
展
し
ま
し
た
。
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電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館へ行こう！

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

◆本年も女子ソフトボール競技で、田島中学校出身のア

　スリートが日本代表に選ばれました。

◆競技に対する志はもちろん、本人の並々ならぬ努力の

　結果だと思います。本当におめでとうございます。

◆代表戦は１１月。町も全力で応援します。がんばって

　ください。

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　舟 木 浩 隆

編 記後集

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口　◆令和元年７月１日現在

総人口 １５, ４６３ 人 （－１３）
男 ７, ５７６ 人 （－１０）
女 ７, ８８７ 人 （－　３）

世帯数 ６, ６４８ 世帯 （－　９）
※（　）内は前月比　

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

蝸
牛
お
独
り
様
の
マ
イ
ハ
ウ
ス　
　
　
　
　
　
　

星　
　

昴
明

　

糞
ぽ
と
り
巣
よ
り
尻
だ
し
燕
の
子　
　
　
　
　
　

湯
田　

畊
道

　

さ
な
ぶ
り
も
飲
み
屋
で
済
ま
す
無
精
者　
　
　
　

星　
　

柳
山

　

終
電
に
客
一
人
だ
け
梅
雨
に
入
る　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
孤
庵

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

さ
み
だ
れ
や
観
音
様
の
慈
悲
の
顔　
　
　
　
　
　

馬
場　

ミ
エ

　

旅
ひ
さ
し
今
日
の
一ひ

と
ひ日

は
花
見
人　
　
　
　
　
　

馬
場
美
世
子

　

悠
久
の
只
見
の
流
れ
桐
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場　

忠
子

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

葡
萄
棚
出
来
て
安
堵
の
梅
雨
晴
間　
　
　
　

馬
場　

コ
ト

　

日
差
し
受
け
風
と
遊
ぶ
や
手
毬
花　
　
　
　

酒
井　

里
美

　

た
お
や
か
に
藤
の
花
房
揺
れ
に
け
り　
　
　

平
野
恵
美
子

鴫
山
短
歌
会

　

砂
利
上
げ
の
作
業
に
泥ど

じ
ょ
う鰌
も
す
く
い
上
げ

　
　
　

流
れ
る
汗
に
初
夏
の
風
吹
く　
　
　
　

猪
股　

宏
光（
下
塩
江
）

　

ふ
る
郷
に
向
か
う
峠
を
越
え
る
頃

　
　

里
の
訛
が
今
日
も
出
て
く
る　
　
　
　
　

梅
宮
ト
キ
子（
今
生
）

　

シ
ル
バ
ー
カ
ー
押
し
て
の
媼お

う
な

鍬
も
て
ば

　
　
　

音
軽
や
か
に
畑
耕
や
す　
　
　
　
　
　

梅
宮　

直
子（
今
生
）

まちの文芸

【一般図書】
会津藩落城・流転　　　　　　　葛西　富夫　編著

つみびと　　　　　　　　　　　　山田　詠美　著

動乱の刑事　　　　　　　　　　　堂場　瞬一　著

生死の覚悟　　　　　　　　　　　　高村　薫　著

万葉の心　　　　　　　　　　　　　中西　進　著

【児童図書】
泣けるいきもの物語　　　　　　今泉　忠明　監修

職員室の日曜日　　　　　　　　村上　しいこ　作

しょうぎはじめました　　　　　　間部　香代　文

意味が分かると震える話　　　　　　藤白　圭　著

字のないはがき　　　　　　　　向田　邦子　原作

新 着 本 の ご 案 内

８月 （Ａｕｇｕｓｔ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

７月 （Ｊｕｌｙ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

開 館 カ レ ン ダ ー

は休館日

イベントのご案内

≪おはなし会≫

テーマ 「ぞくぞく」 「スイカ」

開催日 ７月２０日（土） ８月１７日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内 読み聞かせコーナー

対　象
どなたでも参加できます。

（内容は幼児～小学校低学年向け。）

※申し込み不要です。直接会場にお越しください。

≪夏休みえいが会≫

開催日 ８月１０日（土）

タイトル

（上映時間）

「日本の昔ばなし」

（約２５分）

「トムとジェリー」

（約２５分）

「おしりたんてい」

（約１時間）

時　間 午後１時 午後１時３０分 午後２時

会　場 御蔵入交流館 多目的ホール

対　象 どなたでもご自由に鑑賞できます。（飲食可）

※申込み不要です。直接会場にお越しください。

図書館講座「初心者のための短歌のつどい ～万葉集にふれて～」

新元号「令和」の元となった万葉集と短歌について学んでみませんか。

初心者向けのやさしい内容ですので、興味のある方はぜひお申し込みください。
開催日 時　間 場　所 講　師 定　員 対象者 受講料 申込期限

７月２８日

（日）

午前１０時３０分
～正午 御蔵入交流館

会議室

鴫山短歌会　副会長

大竹　幸一　さん

１０人 小学生

以上
無料

７月２１日
（日）午後１時３０分

～午後３時
１０人

※定員になり次第、締め切ります。お申し込みはお電話で。

【職場体験学習】

　南会津高校の２年生が、６月４日から

６日の３日間、図書館で職場体験に励み

ました。

　職員の説明を聞きながら、図書館業務

を一生懸命学習しました。 図書館業務を体験した星亜海さん㊧と星真実さん㊨
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６, １３７人の参加をいただきました。ありがとうございました！

　

５
月
29
日
、全
国
一
斉
に
開
催
さ
れ
た「
２
０
１
９

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」。
今
年
で
３
回
目
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
と
な
っ
た
南
会
津
町
は
、
香
川
県
多
度
津
町
と
対

戦
し
ま
し
た
。

　

当
日
朝
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
た
く

さ
ん
の
方
の
参
加
に
よ
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
「
企
業
対
抗
ミ
ニ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ

ー
」
や
「
買
い
物
ウ
ォ
ー
ク
」
を
実
施
す
る
な
ど
、

町
内
の
企
業
や
団
体
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

対
戦
結
果
は
、
参
加
人
数
６
１
３
７
人
、
参
加
率

39
・
１
％
と
昨
年
よ
り
も
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、多
度
津
町
に
は
約
17
％
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
キ
ッ
カ
ケ
に
運
動
週
間
を
身

に
つ
け
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【集計結果】

南会津町
香川県

多度津町

実 施 回 数 ３回目 ２１回目

人　　　 口 １５, ６７９人 ２３, ４４４人

参　 加　 者 　６，１３７人 １３, １２７人

参　 加　 率 ３９. １％ ５６. ０％

獲得メダル 銀メダル 金メダル

２

１

３

４

５

６

【写真キャプション】　①多度津町長とエールを交換する大宅町長、②南郷保育所、③ファイナルイベント（伊南地域）、
　　　　　　　　　　④ファイナルイベント（田島地域）、⑤舘岩幼稚園、⑥太極拳


